
幼児教育科のカリキュラム・ポリシー 

 

1.作新学院大学女子短期大学部は、学科の教育上の目的を達成するために、必要な授業科目を開設

し、体系的に教育課程を編成する。 

2.作新学院大学女子短期大学部は、豊かな教養、深い専門的な知識、実践的な技能を身につけて地

域社会の課題に取り組むことができる人材を育成するために、理論科目と実践科目を適切に配置す

る。 

3.作新学院大学女子短期大学部は、ディプロマ・ポリシーに定めた卒業までに修得すべき知識・理

解、技能、態度・志向性、統合的な学習経験と創造的思考力、等をシラバスの中に明示する。 

4.幼児教育科は、幼児教育の専門家に求められる豊かな教養を培う教養科目群を開設する。 

5.幼児教育科は、幼児教育の実践に必要な専門的知識・技能を培う専門科目群を開設する。 

6.幼児教育科は、理論と実践を往還する実習科目群を開設する。 

7.幼児教育科は、成績評価の公正さと透明性を確保するため、成績の評定は、各科目に掲げられた

授業の狙い・目標に向けた到達度を目安として採点する。 

8.幼児教育科は、評価の客観性を担保するため、学習成果の評価の観点をシラバス中で、①保育者

観、②知識・技能、③実践力と実務能力、④人間性と協働性と明示し、複層的な積み上げによる成

績評価を行う。 

9.幼児教育科は、自主性・主体性を引き出すために、学生と教員とのコミュニケーションを大切に

した学生参加型の授業を行う。 

 


